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高松丸亀町商店街は丸亀城のふもとにあった商店街で、この地に移ってきたものであるが、
この背景には、縮小傾向の商圏の中で、イオン、夢タウンなど県外資本が流入してきたことが
ある。平らで狭い土地柄、自転車を使う近隣の人々を広く集客し、すべてを網羅した品揃えを
揃えた県外資本に対し、伝統的な商店街は対抗する方法を探り、今回のような大規模な再開発
を計画したものである。東京の多摩ニュータウンの再開発などのように、多くの再開発が、キー
テナントの誘致に失敗し、途中でとん挫している中にあって、我々から見ると丸亀町商店街の
再開発は、十分に成功しているように見えるが、地元信用金庫の見方は、少し異なっていた。 
 
１．開発の過程と現在の課題 
丸亀町商店街の開発については、一般的に成功していると言われているが、信用金庫として
は資金を提供する面から厳しく見ている。今現在の段階では国地方からの補助金、制度融資を
受けてようやく器ができたという段階である。香川県の人口は、100 万人を切ってきており、
その中で大手のイオン等が進出している中にあって、今後どれだけの商圏が形成できるのか心
配である。確かに A 街区は最初高松三越が進出し、大手のルイヴィトン、コーチ等がキーテナ
ントとして入っている。物珍しさもあって交通量も増加した。しかし、本来は、県外資本のブ
ランド力との相乗効果を利用して．地元の商店街が売上を増やし、それによってこれまでいた
だいた補助金、助成金を返し、税金を払うという形で地域が活性化するという流れが望ましい
わけだが、実際は賃貸収入に依存する不動産業になっている。また、商店街の中に八百屋さん
－ 128 － 
魚屋さん銭湯もなくなってしまい、これまで、商店街の中には千人は住んでいたものが、現在
は 70 人程度しか住んでいない。せっかく居住区ができたので生活を支える小売店舗を階下に、
上には居住用マンションとし、再び住民を呼び込む形の開発が望ましいと考える。なお、開発
の利点と積極的にいえるものとして、これまで売り上げがじり貧の中で、個人商店が抱えてい
た過剰ともいえる負債が補助金等により一掃されたり、個人保証で借りていたものが、共同保
証となり負担感が軽減されたことは大きい。A 街区は一度に開発が進んだが、B、C 街区はそれ
ぞれの街区内で再開発に賛同した地域と、賛同しない地域があり、土地の所有形態も定期借地
など様々なものとなってしまった。街区全体を更地にして再開発ができなかったため、建物の
有効利用ができていない面が多くある。一つの例でいえば、すでにテナントが入っており、安
定収入がある場合、再開発することのリスクが大きいと判断し、再開発に賛同しなかったケー
スがある。アーケードや道路幅が所によって異なるのはこのためである。これまで A、B、C、
G 街区と開発が進み、これから D、E、F 街区と続くわけだけだが、大きな商圏が形成できるか
懸念をしている。 
 
２．高松信金の融資 
A 街区は信託方式で行った場合があるが、これは主として県外資本である。高松信金は、通
常のつなぎ融資に始まり、長期融資への借り換えが中心であった。具体的には、政府系銀行、
百十四銀行、香川銀行との協調融資として、つなぎ資金を出し、補助金、助成金が出た段階で、
返済してもらい、残債の部分について、信託方式、ノンリコースローンなどにして、長期資金
に組み替えることを行った。 
 
３．地場産業を振興する上での課題 
さぬきうどんはうどん県を標榜する高松の名産品で、全国的に名が知られている。しかし、
うどんはそばと比べても、単価が安く（一杯 150 円から 200 円）、大きな売り上げ増は期待でき
るものではない。観光客が高い交通費を払って来られても、数百円のうどんを買って帰るだけ
で、観光業として盛り上がりに欠ける。一時、産地偽装問題が表面化したが、本来さぬきうど
んの原材料である小麦は、香川県産ではなく、オーストラリア産の原料が適している。香川県
の農家では様々な改良を重ねてはいるが、現在ではまだ十分な品質のものは栽培できず、オー
ストラリア産の小麦を使わざるを得ない。香川産の小麦を使えば補助金も出て、農家も潤うわ
けだが、さぬきうどんが売れても香川県の農家には、経済的効果は薄いものとなる。 
こうした中で事業展開がうまくいっているのは全て県外資本である。例えば有名な「ハナマ
ルキ」も県外資本であるし、「TORIDOLL、丸亀（まるかめ）製麺」も神戸に本店があり、最近、
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香川県へ進出してきた。こうした県外資本は、折からのうどんブームを受けて全国に進出を果
たしているが、このような県外資本を利用する県内資本はまだまだごく一部に過ぎない。また
県内で成功した企業は県外に出て行ってしまうという問題もある。 
 
４．これからの地元信用金庫の役割 
本州と四国を結ぶ三つの連絡橋の出現によって、本州に人物金が吸い上げられる所謂スト
ロー効果があるのではないかと心配されてきたわけだが、むしろ県外流出．高齢化社会という
この地域の問題が、より根本的な要因と思える。これに対応すべく、高松信用金庫は．ビジネ
スマッチングを地道に行うことを通じて、地域金融機関の役割をはたしたいと考える。また、
信用金庫の全国ネットワークを利用して全国から人を集めることも行いたい。 
本来信用金庫は地域から逃げられない。同じ香川県でも百十四銀行（地銀）、香川銀行（第 2
地銀）等は、本店は高松においているが営業エリアは、香川県にとどまらず、岡山、大阪、愛
知県、東京都、福岡県等全国に散らばっている。これに比べて信用金庫は定款により営業エリ
アを香川県に限定されてしまっている。従って地域とともに生き、地域と一蓮托生である。今
後とも地域の発展のために地場産業、地場企業を大切に育てながら地道に努力を続けたい。 
